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三
原
市
遺
族
会
あ
ゆ
み
の
概
況

三
原
市
は
、
往
古
の
普
か
ら
幾
多
の
歴
史
的
変
遷
を
経
て
、
明
治
、
大
正
時
代
に

入
り
、

昭
和
十
一
年
十

一
月
、
二
町
田
村
で
合
併
し
三
原
市
が
誕
生
し
、

工
業
都
市

三
原
市
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

戦
後
も
備
後
工
特
地
域
と
し
て
の
指
定
を
受
け
一
段
と
目
覚
ま
し
い
発
展
を
期
待

さ
れ
る
な
か
で
、
商
工
業
都
市
と
し
て
大
き
く
飛
躍
し
、

昭
和
二
十
六
年
以
降
昭
和

三
十
三
年
ま
で
に
隣
接
の
一
町
八
村
と
編
入
合
併
し
今
日
で
は
、

国
際
化
時
代
に
対

応
で
き
る
陸
海
空
の
結
節
し
た
西
日
本
の
高
速
交
通
体
系
の
要
衝
と
し
て
新
た
な
躍

進
を
続
け
て
い
ま
す
。

三
原
市
遺
族
会
戦
後
の
足
跡
も
、
市
勢
の
進
展
と
表
裏

一
体
で
、
何
時
の
時
代
も

市
当
局
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
理
解
あ
る
ご
指
導
援
助
で
今
日
で
は
県
下
で
も
内
・

外
と
も
に
充
実
し
た
屈
指
の
遺
族
会
と
し
て
活
気
の
あ
る
運
動
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
戦
後
歴
代
市
長
は
、
英
霊
顕
彰
の
崇
敬
心
が
厚
く
名
誉
会
長
と
し
て
実

に
四
十
二
回
に
わ
た
り
三
原
市
主
催
の
追
悼
式
を
挙
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
三
原
市
遺
族
会
の
名
誉
で
あ
り
全
国
に
冠
た
る
も
の
が
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。
又
、
活
動
面
で
は
青
壮
年
部
の
事
業
展
開
で
、
後
継
者
養
成
、
組
織
強
化
の
た

め
登
録
部
員
数
の
倍
加
運
動
に
婦
人
部
の
全
面
的
協
力
を
得
て
逐
年
困
難
を
克
服
し

て
果
敢
に
取
り
組
み
、
恩
給
需
給
者
担
当
数
の
部
員
を
確
保
す
る
等
々
、
絶
え
ず
上

級
団
体
の
意
図
を
体
し
て
の
実
践
活
動
は
特
筆
大
書
に
価
い
し
ま
す
。
以
下
、
当
会

の
現
状
の

一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

記

(
員
数
、
会
費
、
顕
彰
、
研
修
、
巡
拝
、
そ
の
他
)

②①  

会
の
創
設
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
十
三
支
部

(平
成
七
年

一
月
二
十
三
支
部
)

英
霊
柱
数
二
三
四

O
柱
、
遺
族
数
、
特
別
会
員
三
四

O
名、

一
般
会
員
二
一
三

O
名
、
婦
人
部
数
二
九

O
名
、
青
壮
年
部
員
数
二
三

O
名
、
県
会
員
数
三
二

O
名

① 

活
動
、
会
費
徴
収
は
年

一
回
、
特
別
会
員
二
五

O
O円、

一
般
会
員
五

O
O円、

原
市
補
助
金
一
八
六

0
0
0円

④ 

英
霊
顕
彰
に
つ
い
て
、
三
原
市
主
催
の
追
悼
式
、
年

一
回
毎
年
五
月
、
三
原
市

遺
族
会
主
催
の
慰
霊
祭
、
年
一
回
支
部
主
催
の
慰
霊
祭
四
カ
所
、
靖
国
神
社
団
参
、

以
前
は
毎
年
、
最
近
は
三
年
目
毎
に
実
施
、
市
内
に
所
在
す
る
忠
魂
碑
、
慰
霊
塔

巡
拝
を
隔
年
実
施
。

⑤ 

三
原
市
の
幹
部
、
福
祉
関
係
の
団
体
長
を
囲
む
座
談
会
、
健
康
保
持
の
た
め
市

内
の
知
名
氏
を
招
い
て
勉
強
会
、

地
区
懇
談
会
等
を
屡
々
実
施
し
て
自
己
啓
発
の

た
め
の
研
修
を
行
い
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
つ
と
め
て
い
る
。

⑤ 

市
内
の
忠
魂
碑
数
七
碑
、
慰
霊
碑

一
碑
、
招
魂
社
一
社
あ
り
、
年
一
回
遺
族
会

の
指
導
で
美
化
作
業
を
実
施
す
る
。
盆
、
春
秋
の
清
掃
は
各
支
部
で
行
う
。

⑦ 

遺
族
会
の
機
構
図
及
び
役
委
員
、
本
部
役
員

一
七
名
、
支
部
長
二
三
名
、
副
支

部
長
二
六
名
、
顧
問
、
参
与
五
名
、
本
会
継
承
を
目
的
に
婦
人
部
・
青
壮
年
部
も

本
会
と
同
じ
組
織
を
作

っ
て
い
る
。
遺
族
会
の
目
的
達
成
の
た
め
濠
然
一
体
と
な

り
行
事
の
執
行
に
あ
た

っ
て
い
る
。

③ 

戦
没
者
遺
族
相
談
員
の
委
嘱
(
厚
生
大
臣
)

昭
四
五
年
十
月
一
日

1
四
八
年
九
月
三
十
日

松
山
新
次
郎

昭
五
一
年
十
月
一
日

i
五
四
年
九
月
三
十
日

高
下

源
士
口



昭
五
四
年
十
月
一
日

1
現
在
ま
で

-
三
原
市
遺
族
会
の
機
構

鷲
浦
支
部

幸
崎
支
部

須
波
西
支
部

高
坂
支
部

南
部
支
部

臨
港
支
部

中
之
町
支
部

糸
崎
東
支
部

婦
人
部
、
青
壮
年
部

年

度

昭
和
二
五
年

ー
二
八
年

昭
和
二
九
年

ー
三

一
年

昭
和
三
二
年

ー
三
六
年

八
幡
支
部

沼
田
西
支
部

須
波
支
部

長
谷
支
部

西
野
支
部

本
町
支
部

東
部
支
部

木
原
支
部

歴

代ム一品
秦

静
雄

秦

静
雄

渡
辺

禎
吉

小
泉
支
部

沼
田
東
支
部

田
野
浦
支
部

宮
浦
支
部

西
部
支
部

深
支
部

糸
崎
西
支
部

の

役

員

長

副

会

長

奈
良
原
半
兵
衛

井
本
彦
太
郎

渡
辺

禎
吉

瀬
戸
本
慶
太
郎

士
口
名
芳
太
郎

瀬
戸
本
慶
太
郎

士
口
名
芳
太
郎

森
保
美
喜
男

汲
回
寿
社
子

ぷ〉
:z:>: 

藤
本
キ
ク
ノ 言十

竹
下

竹
下

竹
下

婦
人
部
長

昭
和
三
七
年

ー
四
四
年

昭
和
四
五
年

ー
四
六
年

昭
和
四
七
年

ー
五
十
年

昭
和
五
一
年

ー
五
四
年

昭
和
五
五
年

ー
五
八
年

昭
和
五
九
年

キ

ー
六
十
年

キ

昭
和
六
一
年

ー
六
二
年

キ

昭
和
六
三
年

渡
辺

禎
吉

渡
辺

禎
士
口

渡
辺

禎
士
口

吉
名
芳
太
郎

吉
名
芳
太
郎

土
口
名
芳
太
郎

浦
谷

清
司

浦
谷

清
司

瀬
戸
本
慶
太
郎

吉
名
芳
太
郎

森
保
美
喜
男

瀬
戸
本
慶
太
郎

吉
名
芳
太
郎

半
回

正
美

瀬
戸
本
慶
太
郎

吉
名
芳
太
郎

半
田

正
美

浦
谷

清
司

松
山
新
次
郎

坂
田

正
子

浦
谷

清
司

松
山
新
次
郎

奈
良
原
喜
代
子

浦
谷

清
司

松
山
新
次
郎

奈
良
原
喜
代
子

士
口
池

賢
之

奈
良
原
喜
代
子

平
本

久
良

士
口
池

賢
之

平
本

久
良

谷
原

圭
子

木
戸

正
市

大
戸

正
市

金
光

幸
枝

金
光

幸
枝

池

伸
子

山
田

桑
木
き
く
え

上
野

正章

竹
下

キ

竹
下

キ

JII 
西

雪
代

奈
良
原
喜
代
子

金
光
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幸
枝

谷
原

圭
子

谷
原

圭
子

神
原
ヨ
シ
子



平
成

7c 
年

平
成

年

ー
三
年

平
成

四
年

ー
七
年

浦
谷

浦
谷

浦
谷

清
司

清
司

清
司

吉
池

平
本
谷
原

吉
池

平
本
谷
原

藤
井

平
本

口

佐
谷
原

藤
井

賢
之

義
雄

高
下

幸
子

中
谷

久
良
圭
子

賢
之

義
雄

平
本
千
代
子

中
谷

久
良
圭
子

康
範

久
良

下
山
根
義
行

伸
子

池

盛
夫
圭
子

康
範

遺
族
会
行
事
の
う
つ
り
か
わ
り
と
青
年
部
の
あ
ゆ
み

年

度

昭
和
二
五
年

昭
和
二
九
年

昭
和
三
一

年

青
年
部
長

主

で

な

ー」

き

と

@
四
月
一
日
三
原
市
遺
族
会
設
立
、
会
員
数
二
八
一

名
支
部
組
織
は
十
三
で
あ
っ
た
。
慰
霊
祭
は
遺
族

会
主
催
で
仏
式
で
施
行
す
る
。
(
毎
年
)

@
隣
接
の
長
谷
、

こ
の
年
総
会
で
会
則
の
承
認
を
得
施
行
さ
れ
る
。

八
幡
、
沼
田
東
、
沼
田
西
、
小
泉

な
る
。

の
各
町
村
と
の
合
併
に
よ
り
支
部
数
十
八
支
部
と

@
高
坂
、
鷲
浦
、
幸
崎
の
各
町
村
の
合
併
に
よ
り
五

月

一
日
現
在
二
十
一
支
部
会
員
数

一
七
六
四
名
と

昭
和
三
八
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
五
年

ー
四
八
年

昭
和
四
九
年

ー
五
十
年

昭
和
五

一
年

ー
五

二
年

昭
和
五
三
年

ー
ス
二
年

浦
谷

新
)11 

浦
谷

平
岡
中
岡

平
岡
藤
井

藤
井
中
岡

平
岡

な
る
。

。
昭
和
二
十
八
年
以
降
実
施
し
て
き
た
三
原
市
主
催

の
戦
没
者
追
悼
式
の
会
場
を
三
原
小
学
校
の
講
堂

か
ら
、
浮
域
会
館
に
変
更
し
て
十
回
目
を
盛
大
に

挙
行
す
る
。

@
文
化
会
館
竣
工
に
と
も
な
い
、
十
三
回
追
悼
式

慰
霊
祭
は
全
会
館
で
施
行
し
今
日
に
至
る
。

清
司

@
青
年
部
登
録
制
度
発
足
十
五
名
登
録
初
代
部
長

に
、
浦
谷
清
司
就
任
。
遺
児
台
帳
を
作
成
す
る
。

清
彦

@
三
原
市
遺
族
会
主
催
に
よ
る
靖
国
神
社
団
参
を
実

施
し
、
会
員
七
十
名
参
加
三
年
目
毎
に
団
参
を
行

う

清
司

@
青
年
部
登
録
数
十
五
名
か
ら
三
十
名
に
増
員
。

英

。
七
月
二
十
七
日

二
代
会
長
渡
辺
禎
吉
逝
去
。

洋

@
十
一
月
江
田
島
海
上
自
衛
隊
実
科
学
校
を
見
学

英

し
、
広
島
護
国
神
社
参
拝
会
員

一
八
三
名
(
パ
ス

康
範

四
台
)
。

@
登
録
部
員
数
三
十
名
か
ら
四
七
名
に
増
員
す
る
。

康
範

。
一
二
月
青
年
部
組
織
拡
大
の
た
め
に
遺
児
台
帳
に
よ

洋

り
遺
児
全
員
に
呼
び
か
け
た
結
果
一
五
三
名
に
な

英

り
、
青
年
部
員
名
簿
を
作
成
し
組
織
造
り
に
取
り

組
む
。

@
六
十
一
年
春
の
褒
章
で
会
長
浦
谷
清
司
公
共
福
祉

活
動
で
藍
綬
褒
章
を
受
賞
。



。
十
二
月
英
霊
に
こ
た
え
る
会
加
入
促
進
運
動
展

開
、
入
会
申
し
込
み
者
数
六

一
O
名。

昭
和
五
四
年

@
三
月
二
十
日
沖
縄
慰
霊
巡
拝
会
長
他
七
三
名
内
青

年
部
七
名
参
加
ひ
ろ
し
ま
の
塔
の
前
で
慰
霊
祭
を

挙
行
。

昭
和
五
五
年

@
二
月
広
島
県
遺
族
会
青
年
部
の
第
十
一
回
統

一
集

会
を
三
原
市
で
開
催
し
昼
食
時
に
三
原
や

っ
き
踊

り
を
披
露
し
出
席
者
よ
り
好
評
を
得
た
。

昭
和
五
六
年

@
青
年
部
の
組
織
強
化
を
図
る
為
親
会
の
支
部
単
位

で
地
区
懇
談
会
を
開
催
し
役
員
を
決
定
す
る
十
支

部

昭
和
五
七
年

@
こ
の
年
度
よ
り
青
年
部
の
名
称
を
青
壮
年
部
に
変

更
、
登
録
部
員
数
も
毎
年
増
加
し
て

一
八
四
名
に

な
る
。

。
五
月
の
慰
霊
祭
に
青
壮
年
部
の
発
案
で
搭
婆
供
養

を
開
始
し
好
評
を
得
、
以
降
毎
年
実
施
し
現
在
に

至
る
。

昭
和
五
八
年

。
五
月
、
名
誉
会
長
、
顧
問
、
参
与
制
を
置
く
。

@
三
月
市
内
宗
光
寺
に
安
置
し
て
あ
っ
た
戦
没
者
遺

骨
箱
を
六

O
O柱
の
内
三

O
O柱
を
関
係
遺
族
に

返
す
。

昭
和
五
九
年

@
十
月
青
壮
年
部
地
区
懇
談
会
を
終
了
し
支
部
組
織

を
完
結
す
る
。
登
録
部
員
数
も
二
一

四
名
に
な
る
。

昭
和
六
十
年

@
婦
人
部
で
戦
争
体
験
記
を
子
孫
に
残
し
た
い
と
資

昭
和
六
一

年

ー
六
二
年

昭
和
六
三
年

平
成

平
成

平
成

平
成

フじ
年年年

四
年

藤
井
中
岡
平
岡

神
原

平
岡
中
岡

中
原

平
原

藤
井

田
村

池
本

料
集
め
に
取
り
組
む
。
青
壮
年
部
も
お
手
伝
い
を

す
る
。

康
範

@
婦
人
部
で
集
め
た
戦
争
体
験
記
の
編
集
に
取
り
組

洋

む

英

@
八
月
婦
人
部
で
編
集
し
た
戦
争
体
験
記
の
題
名

康
子

を
、
「
征
き
て
還
ら
ず
」
と
決
め
て
題
字
を
板
垣

正
参
議
院
員
に
書

い
て
貰
い
製
本
発
行
し
、
福
祉

会
館
で
発
刊
記
念
式
典
を
三
原
市
長
も
出
席
さ
れ

て
盛
大
に
開
催
す
る
。

英

@
六
月
市
内
に
所
在
す
る
忠
魂
碑
七
カ
所
を
パ
ス

洋

台
で
巡
拝
す
る
。

賢
壮

-358-

@
前
年
の
残
り
五
カ
所
を
パ
ス
三
ム
口
で
巡
拝
す
る
。

美
徳

@
十
月
青
壮
年
部
で
母
に
対
す
る
感
謝
大
会
を
行
な

う
。
中
国
残
留
孤
児
支
援
金
募
金
に
取
り
組
む
。

。
四
月
三
原
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係
が
掌
理
し
て
い

た
三
原
市
遺
族
会
に
関
す
る
事
務
を
引
継
ぎ
執
行

す
る
事
に
な
り
事
務
局
体
制
を
整
え
藤
井
副
会
長

が
庶
務
を
担
当
す
る
。

@
青
壮
年
部
規
約
作
成
。
遺
児
名
簿
作
成
に
取
り
組

む

康
範

@
四
月
浦
谷
清
司
会
長
が
広
島
県
遺
族
会
会
長
に
就

宗
幸

任

朋
哉

@
七
月
支
部
長
会
議
に
お
い
て
、
三
原
市
遺
族
会
の



第

2
回
三
原
市
遺
族
会
主
催
慰
霊
祭

(昭
犯

5
・
ロ
於
浮
域
会
館
)

第15回三原市主催追悼式

(昭41.4.20 於三原市文化会館)
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第30因遺族会主催慰霊祭

(昭57.5. 16 於文化会館)

第41因遺族会主催慰霊祭

青壮年部による搭婆供養

(平5.5.16 於文化会館)



平
成

平
成

平
成

五
年年

七
年

平
原

藤
井
田
村
池
本

平
原

美
徳

継
承
と
英
霊
顕
彰
、
遺
族
会
活
動
を
二
十
一
世
紀
へ

伝
え
る
た
め
基
金
の
積
立
て
を
計
画
し
趣
意
書
を
配

布
要
請
す
る
青
壮
年
部
は
部
員
の
意
識
向
上
を
図
る

た
め
資
料
と
遺
児
名
簿
を
作
成
し
て
地
区
懇
談
会
を

復
活
。

@
十
月
広
島
護
国
神
社
団
参
と
観
劇
。

@
十
一
月
六
日
、

三
代
会
長
顧
問
吉
名
芳
太
郎
逝
去
。

康
範

@
七
月
善
昌
寺
に
安
置
し
て
あ
っ
た
戦
没
者
の
遺
骨

宗
幸

箱
・
遺
品
箱
三
百
霊
の
再
調
査
内
百
十
七
霊
を
関

朋
哉

係
遺
族
に
返
す
。

美
徳

@
十
一
月
三
日
、
(
文
化
の
日
)
秋
の
叙
黙
で
会
長

浦
谷
清
司
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章
。

@
十
二
月
、
支
那
事
変
、
大
東
亜
戦
争
戦
没
者
の
遺

骨
・
遺
品
の
内
百
八
十
三
霊
(
箱
)
に
つ
い
て
市

と
の
交
渉
の
結
果
奉
安
箇
所
と
し
て
三
原
市
無
縁

墓
地
納
骨
室
に
収
納
の
指
定
を
う
け
た
の
で
埋
葬

名
簿
を
調
整
添
付
の
上
六
年
度
内
に
納
骨
す
る
。

@
十
二
月
三
十
日
、
初
代
会
長
顧
問
、
秦
静
雄
逝
去
。

。
三
月
末
三
原
市
遺
族
会
基
金
募
金
の
作
業
を
完
結

す
る
。

遺
族
ら
八

O
O人、

め
い
福
祈
る

三
原
市
主
催
の
戦
没
者
追
悼
式

青
壮
年
女
性
部
員
四
十
名
奉
仕

日
時

平
成
六
年
五
月
十
五
日

主
催

三
原
市
長

山
本
清
治

遺
族
の
多
く
は
高
齢

化
し
て
お
り
数
珠
を
手

に
祈
っ
て
い
た
。
山
本

市
長
は
「
市
が
着
実
に

-360-

発
展
し
て
来
た
の
も
、

奉仕する女性部員(青壮年部)

戦
没
者
の
も
た
ら
し
た

平
和
の
礎
の
お
か
げ
、

深
い
悲
し
み
を
乗
り
越

え
世
界
の
平
和
と
郷
土

の
繁
栄
を
誓
い
ま
す
」

と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ

た。
遺
族
代
表
は
次
々
と

祭
壇
に
向

っ
て
献
花
し

た
。
追
悼
式
に
続
い
て
、

市
遺
族
会
(
浦
谷
清
司



会
長
)
主
催
に
よ
る
仏
式
の
戦
没
者
慰
霊
祭
が
、
市
内
三
十
三
箇
所
寺
院
に
よ
り
厳

修
さ
れ
た
。体

験

コレ
ユコロ

三
原
市
青
壮
年
部

国

正

ごム
〆口

貞

今
私
が
思
い
出
す
こ
と
は

つ
ら
か
っ
た
こ
と
く
や
し
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
あ

り
ま
す
。
昭
和
十
年
、
私
は
一
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
祖
父
、
両
親
、

妹
と
五
人
家
族
で
あ
り
ま
し
た
。
あ
れ
は
十
八
年
の
五
月
だ
と
思
い
ま
す
。
父
に
召

集
令
状
が
き
ま
し
た
。
父
が
出
征
し
た
時
母
の
お
な
か
に
は
子
ど
も
が
お
り
ま
し
た

体
調
が
悪
い
の
で
産
婆
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
と
、

お
な
か
の
子
供
が
死
ん
で
い
る
の

で
早
く
病
院
へ
行
き
な
さ
い
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
そ
の
頃
祖
父
が
病
気

で
床
に
つ
い
て
い
た
の
で
母
は
病
院
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
十
九
年

八
月
に
つ
い
に
祖
父
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
間
も
な
く
母
は
病
院
へ
入
院
し
ま
し
た

が
出
血
多
量
で
祖
父
の
後
あ
と
を
お
う
よ
う
に
十
日
後
な
く
な
り
ま
し
た
。

葬
儀
の
後
、
親
族
会
議
が
開
ら
か
れ
ま
し
た
。
今
後
の
事
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
、

私
は
近
く
の
叔
母
の
家
に
、
妹
は
遠
レ
母
の
里
に
あ
ず
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
急
に
生
活
環
境
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
私
に
は
す
ご
く
つ
ら
い
こ
と
で
今

も
当
時
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
叔
母
の
家
族
は
七
人
で
私
と
で
八

人
家
族
に
な
り
ま
し
た
。
村
で
も
評
判
の
よ
く
仕
事
を
す
る
家
で
し
た
。
今
迄
、
私

は
あ
ま
り
家
の
仕
事
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
な
か
な
か
仕
事
に
な
れ
ず
大
変

つ
ら
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
妹
も
帰
っ
て
来
て
、

一
緒
に
暮
ら
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
母
の
里
で
毎
日
な
く
の
で
困
っ
た
そ
う
で
す
。
当
時
三
才
位
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

或
目
、
私
は
妹
を
連
れ
て
約
二
キ
ロ
く
ら
い
離
れ
た
我
家
に
帰
っ
て
み
ま
し
た
。

で
仕
方
な
く
帰
り
か
け
て
い
る
と
、

雨
戸
が
し
ま
っ
て
庭
に
は
草
が
ぼ
う
ぼ
う
と
生
え
て
い
ま
し
た
。
だ
れ
も
い
な
い
の

と
な
り
の
お
婆
さ
ん
が
見
つ
け
て
「
ょ
う
き
ん

さ
っ
た
の
う
」
と
云
っ
て
草
履
を
一
足
下
さ
い
ま
し
た
。
嬉
し
く
て
妹
を
つ
れ
て
叔

母
の
家
に
帰
り
ま
し
た
が
叔
父
に
す
ご
く
怒
ら
れ
ま
し
た
。
だ
ま
っ
て
行
っ
た
の
で

心
配
し
て
い
た
の
で
し
た
。

飴
兄
貯
が
「
お
母
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
の
を
聞
く
た
び
に
胸
に
じ
ん
と
き
て
く

や
し
涙
が
自
然
と
出
て
き
た
も
の
で
す
。
父
よ
早
く
帰
っ
て
ほ
し
い
、
帰
っ
て
き
た

ら
思
い
き
り
甘
え
て
み
た
い
と
い
つ
も
心
の
中
で
思
っ
て
い
ま
し
た
。

終
戦
を
迎
え
て
一
年
後
の
昭
和
二
十
一
年
九
月
の
或
日
。
叔
母
の
家
で
乾
燥
し
た

タ
バ
コ
の
葉
選
り
を
し
て
い
た
と

p
n
v
 
qa 

き
の
こ
と
で
す
。
親
戚
の
叔
父
が

手
伝
い
に
来
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
が
学
校
か
ら
帰
る
と
「
正
治
や

一
寸
と
お
い
で
」
と
呼
び
止
め
ま

国貞正治家族

し
た
。
そ
し
て
叔
父
の
口
か
ら
「
今

日
の
う

お
父
さ
ん
が
戦
死
し
た

と
電
報
が
来
た
ん
じ
ゃ
あ
悪
か
っ

た
の
う
」
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

突
然
自
の
前
が
真
暗
に
な
り
ま
し

た
。
あ
れ
ほ
ど
待
っ
て
い
た
の
に

く
や
し
さ
と
悲
し
さ
と
で
家
の
中

に
か
け
こ
む
と
誰
も
い
な
い
部
屋



の
片
隅
で
な
き
ま
し
た
。

叔
母
の
家
で
は
、
長
男
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
引
揚
げ
て
帰

っ
て
来
ら
れ
、
早
速
結
婚

話
が
も
ち
あ
が
り
ま
し
た
。
家
族
が
多
く
な
り
過
ぎ
る
の
で
私
達
は
我
家
へ
帰
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
中
学
に
妹
が
小
学
校
へ
入
学
す
る
四
月
の
始
め
の
こ
と
で

し
た
。
従
兄
弟
の
次
男
と
そ
の
お
婆
あ
さ
ん
と
四
人
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

中
学
三
年
生
に
な
る
と
進
学
組
は
模
擬
試
験
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
も
高
校
へ
行

き
た
く
て
受
け
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
担
任
の
先
生
に
呼
ば
れ
「
あ
な
た
は
進
学

を
希
望
さ
れ
て
い
る
が
叔
母
さ
ん
に
聞
い
た
と
こ
ろ
お
金
が
無
い
か
ら
行
か
さ
れ
ま

せ
ん
と
の
こ
と
だ
、
あ
き
ら
め
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
時
は
、
が

っ
く
り
と
き
ま
し

た
。
中
学
を
卒
業
す
る
と
、
家
の

二
反
の
回
で
は
生
活
が
で
き
な
い
の
で
、
私
は
サ

ラ
リ

l
マ
ン
か
職
人
に
な
ろ
う
と
思
い
、
叔
父
に
相
談
に
行
き
ま
し
た
。
す
る
と
「
そ

れ
は
い
け
な
い
。
あ
ん
た
は
国
貞
家
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
仕
方
が
な
い
の
で
、
農
業
の
合
間
に
土
建
業
や
山
林
の
仕
事
等
、
色
々
と
し
ま

し
た
が
、
私
は
体
が
小
さ
か

っ
た
せ
い
で
何
を
や

っ
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
の
上

父
が
出
征
す
る
時
、
余
所
に
あ
ず
け
て
い
た
田
も
、
戦
後
の
農
地
法
で
す
ぐ
返
し
て

も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
父
は
国
の
為
に
命
を
お
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

親
と
妻
に
だ
け
遺
族
年
金
が
出
て
、
親
や
妻
で
な
い
私
達
子
ど
も
に
は
、
充
分
な
補

償
は
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
し
ば
ら
く
は
、
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。
父
だ
け
で
は
な
く
、
残
さ
れ
た
家
族
ま
で
国
の
犠
牲
と
な

っ
た
の
で
す
。

戦
争
が
作
っ
た
罪
は
大
き
い
。
二
度
と
戦
争
が
あ

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で

も
平
和
な
世
の
中
で
あ

っ
て
ほ
し
い
。
子
供
や
、
孫
達
に
は
絶
対
私
の
よ
う
な
体
験

は
さ
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

苦

の

生

労

三
原
市
婦
人
部

故

井

カ
メ
ヨ

藤

昭
和
十
三
年
七
月
七
日
、
支
那
事
変
が
は
じ
ま
り
八
月

一
日
に
早
く
も
夫
に
召
集

令
状
が
来
た
。
福
山
四
十

一
連
隊
に
入
隊
、

八
月
三
日
に
は
も
う
朝
鮮
に
む
け
て
出

て
征
き
、

ま
こ
と
に
あ
わ
た
だ
し
い
出
発
で
し
た
。
糸
崎
駅
に
子
供
を
連
れ
て
見
送

り
、
汽
車
の
窓
に

一
生
懸
命
に
旗
を
ふ

っ
て
別
れ
た
の
が
夫
と
の
こ
の
世
の
別
れ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
昭
和
十
年
に
須
波
に
嫁
に
来
て
出
征
の
時
は
長
女
が

二
才、

そ
れ
に
妊
娠
二
か
月
の
身
重
で
し
た
。
残
さ
れ
た
家
族
は
男
、
姑
、
祖
母
、

男
の
伯
母
、

二
才
の
夫
の
姪
、
私
達
母
子
の
七
人
、

夫
は
「
父
母
と
子
供
を
頼
む
。
」

と
言

っ
て
戦
地
に
向

っ
た
が
、
こ
の
大
家
族
を
残
し
て
征
く
夫
の
心
は
断
腸
の
思
い

-362-

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
農
業
は
全
く
の
素
人
だ

っ
た
し
、

し
ば
ら
く
P

お
針
d

を
し

て
過
し
て
い
ま
し
た
が
、

父
と
母
が
外
で
汗
ま
み
れ
の
姿
を
見
る
と
じ

っ
と
し
て
お

れ
ず
、
祖
母
に
子
供
を
託
し
て

一
緒
に
畑
仕
事
に
精
を
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
馴

れ
な
い
け
ど
夫
が
帰

っ
て
来
る
ま
で
と
自
分
に
言
い
き
か
せ
て
頑
張
り
ま
し
た
。
年

が
明
け
て
、
十
三
年
三
月
十
八
日
、
夫
の
い
な
い
家
で
女
児
を
分
娩
し
ま
し
た
。
す

ぐ
に
戦
地
に
知
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
折
返
し
軍
事
郵
便
が
来
て
「
加
代
子
」
と

命
名
し
て
く
れ
、
丈
夫
に
育
て
て
く
れ
と
か
い
て
き
ま
し
た
。
早
く
写
真
を
撮

っ
て

送
り
た
い
と
話
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
か
ら
半
月
も
た
た
な
い
の
に

N

戦
死
の
公
報
d

が
来
ま
し
た
。
昭
和
十
三
年
四
月
十
六
日
、
金
州
に
お
い
て
局
部
貫
通
銃
創
に
よ
る

名
誉
の
戦
死
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
全
く
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
で
し
た
。
周
囲
の

者
が
、
泣
い
た
ら
血
が
の
ぼ
る
、
と
心
配
し
て
く
れ
ま
し
が
、
産
後
だ
け
に
そ
れ
は

悲
し
い
思
い
で
、
赤
ん
坊
の
無
心
に
乳
を
ふ
く
む
顔
を
見
て
は
、
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し



た
。
子
供
二
人
を
膝
に
ょ
せ
、
年
寄
は
い
る
し
、
何
も
手
に
つ
か
な
い
毎
目
だ

っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
当
時
は
遺
族
は
非
常
に
丁
重
に
扱
わ
れ
て
い
ま
し
て
、
市
長
さ

ん
や
県
知
事
さ
ん
も
わ
ざ
わ
ざ
弔
問
下
さ

っ
て
身
に
あ
ま
っ
た
ね
ぎ
ら
い
を
受
け
た

の
で
す
が
、
そ
の
時
も
ど
ん
な
に
思
っ
て
も
夫
の
死
ん
だ
こ
と
は
信
じ
る
気
持
ち
に

な
れ
な
く
て
、
き

っ
と
何
処
か
に
生
き
て
い
る
、

と
神
様
に
祈
り
つ
づ
け
た
も
の
で

す
。
家
に
閉
じ
こ
も
る
と
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
辛
い
気
持
に
な
る
の
で
、

そ
の

苦
し
み
か
ら
逃
れ
た
い
と
、

た
だ
も
く
も
く
と
畑
仕
事
を
や
っ
て
の
け
ま
し
た
。
働

い
て
い
る
時
だ
け
が
自
分
の
た
っ
た
一
つ
の
憩
の
時
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
昭
和
十
五

年
に
靖
国
神
社
に
杷
ら
れ
ま
し
た
。

父
母
と
私
達
母
子
の
五
人
で
靖
国
神
社
へ
お
父

さ
ん
に
逢
い
に
行
こ
う
と
参
拝
し
ま
し
た
。

は
じ
め
て
参
る
靖
国
の
宮
は
、

た
だ
お

ご
そ
か
で
自
然
に
頭
の
た
れ
る
思
い
で
し
た
。
夜
の
み
た
ま
祭
で
仮
の
や
し
ろ
か
ら

み
た
ま
を
靖
国
神
社
に
移
さ
れ
た
時
の
笛
の
音
色
に
、
夫
の
声
を
聞
い
た
思
い
が
し

て
は
じ
め
て
声
を
出
し
て
泣
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
、
同
じ
境

遇
の
妻
の
方
と
同
室
で
一
夜
を
語
り
明
か
し
た
こ
と
で
私
に
諦
め
の
気
持
ち
が
つ
き

ま
し
た
。

つ
ら
い
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
思
い
で
、
そ
れ
か
ら
後
の
我
が

家
は
ま
る
で
戦
場
の
よ
う
に
大
変
で
し
た
。
農
家
で
は
食
べ
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ

ど
、
現
金
収
入
が
す
ぐ
手
に
入
ら
ね
ば
、
何
事
も
む
ず
か
し
い
世
の
中
で
し
た
。
そ

の
後
か
ぞ
え
れ
ば
き
り
の
な
い
不
幸
が
相
つ
ぎ
ま
し
た
。

お
し
ま
い
に
は
こ
れ
が
私

の
宿
命
、

と
諦
め
て
過
ご
し
た
半
生
涯
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
昭
和
十
八
年
三
月
に

は
五
才
に
な
っ
た
次
女
加
代
子
の
急
死
、
風
邪
と
診
断
さ
れ
た
の
が
、
ジ
フ
テ
リ
ア

で
母
の
眼
の
前
で
苦
し
み
な
が
ら
息
を
ひ
き
と
っ
た
。
夫
が
戦
場
か
ら
名
前
を
つ
け

て
く
れ
た
子
供
を
死
な
せ
て
し
ま

っ
て
、

い
く
ら
悲
し
ん
で
も
ど
う
に
も
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
が
戦
後
の
私
の
最
初
の
試
練
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
昭
和
十
九
年
男
の
伯

母
の
死
。
昭
和
三
十
六
年
我
が
家
の
大
火
、
九
十
三
才
の
祖
母
の
恒
縫
の
不
始
末
か

ら
納
屋
を
全
焼
。
農
家
の
大
切
な
農
機
具
一
切
を
失
い
途
方
に
く
れ
ま
し
た
が
、

そ

れ
よ
り
も
近
所
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
、
気
の
小
さ
い
私
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
重

荷
が
又
一
つ
。

昭
和
三
十
九
年
一
月
三
十
日
長
女
清
美
の
病
死
。

何
故
私
は
こ
ん
な

に
子
供
に
縁
が
薄
い
の
だ
ろ
う
か
、
今
は
、

た
っ
た
一
人
遣
さ
れ
た
夫
の
分
身
で
あ

る
清
美
も
二
十
八
才
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去

っ
た
。

こ
の
子
が
い
た
か
ら
私
は
あ
ん

な
に
耐
え
ら
れ
た
の
に
、

と
生
き
る
希
み
を
断
た
れ
た
思
い
で
し
た
。

四
十
二
年
五

月
祖
母
の
病
死
、
子
供
の
守
を
引
受
け
て
授
け
て
下
さ

っ
た
祖
母
も
九
十
九
才
で
あ

の
世
へ

。
昭
和
四
十
二
年
七
月
大
洪
水
に
遭
う。

」
の
町
で
か
つ
て
な
い
大
事
故
で

町
中
大
騒
動
の
中
で
我
が
家
の
被
害
が

一
番
大
き
く
、
母
屋
の
土
台
だ
け
残
し
て
す

ベ
て
流
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
家
族
は
親
類
に
非
難
し
て
い
た
為
め
一
命
を
の
が
れ
る

事
が
出
来
ま
し
た
が
、
自
分
が
主
体
に
な
っ
て
後
の
始
末
を
し
な
が
ら
ど
う
し
て
?

と
泣
く
に
も
泣
け
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
の
年
の
十
月
に
住
め
れ
ば
よ
い
、
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と

と

り
あ
え
ず
家
の
形
が
で
き
ま
し
た
。

四
十
三
年
十
月
に
今
度
は
勇
の
死
。
永
年
家
族

の
為
め
に
働
い

て
、
大
き
な
支
え
で
あ

っ
た
の
に
。
こ
の
よ
う
な
苦
し
み
が
相
つ
ぐ

中
で
、

そ
の
後
私
は
、
現
金
収
入
を
得
る
た
め
に
市
の
失
業
対
策
に
就
労
し
朝
晩
は

農
業
、
年
寄
の
世
話
、

そ
し
て
心
の
支
え
と
し
て
遺
族
会
の
お
世
話
を
し
な
が
ら
苦

労
の
連
続
の
中
を
今
日
ま
で
生
き
て
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、

夫
が

戦
死
し
て
来
年
四
月
で
五
十
回
忌
を
迎
え
ま
す
。
私
も
七
十
四
才
に
な
り
ま
し
た
が
、

私
の

一
生
は
一
体
何
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
思
い
が
し
き
り
で
す
。
今
は
二

才
か
ら
娘
と

一
緒
に
暮
し
た
夫
の
姪
の
家
族
と
一
つ
家
に
住
み
三
人
の
孫
に
閉
ま

れ
、
不
自
由
な
く
、
幸
せ
に
暮
し
て
い
ま
す
。
こ
の

六
十

一
年
の
五
月
に
、

五
十
年

間
共
に
過
し
た
姑
も
九
十
三
才
で
私
に
看
と
ら
れ
て
、
安
ら
か
に
永
眠
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
母
が
、

か
め
よ
さ
ん
あ
り
が
と
う
の
う
、
あ
ん
た
が
一
番
よ
く
し
て
く
れ

た
。
と
よ
ろ
こ
ん
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
そ
の
一
言
で
私
の
今
ま
で
の
苦
労
の



し
甲
斐
が
あ
っ
た
と
身
に
し
み
ま
し
た
。
夫
を
失
な
い
我
子
二
人
と
も
亡
く
し
た
私

は
、
今
、
仏
前
で
み
ん
な
の
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
一
日
一
日
を
平
和
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。
ど
う
か
こ
の
平
和
が
こ
わ
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
、
英
霊
の
み
な
さ
ん
ど
う
か

お
守
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。
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